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■新型コロナ感染防止を考慮して新北海道スタイルで実施しました

７月１日（水）、令和２年度石狩市消費者

被害防止ネットワーク会議を開催しました。

三密を回避するため、りんくる交流活動室

を会場とし、参加者にマスクの着用および手

指の消毒にご協力いただき、対人距離を確保

し、マイクの消毒、換気を徹底する等、できる

限りの感染予防対策をとって実施しました。

本ネットワークは消費者安全法に基づき、市民の消費生活の安定と向上を

図るため、関係機関および団体が連携して消費者被害の防止に資することを

目的として、平成２９年９月に設立されました。

ネットワークの設立以来、関係機関と連携して取り組む事例は年々増加して

います。消費者被害が疑われるケースでは、関係機関から消費生活センター

へ問い合わせいただいたことをきっかけとしてトラブルを未然に防ぐことができた

事例がありました。また、既にトラブルが発生しているケースでは、相談すること

で解決できる可能性があることを当事者に伝えていただき、被害の回復に成功

した事例もありました。このような取り組みを通して、ネットワークの重要性を再

認識しているところです。

会議では、消費生活相談員から石狩市における消費生活相談の

現状と消費者被害の動向について解説し、ネットワークの連携事例を

報告しました。

参加者からは、消費者被害防止に向けた普段の取り組みや、地域

で見守り活動をするうえで感じたこと、今後の活動方針やネットワーク

の連携などについて、数々の貴重なご意見をいただきました。

新型コロナウイルスの感染拡大が危惧される最中、街頭啓発や出

前講座の実施が困難な状況であり、市民の皆様へどのように注意喚

起していくかが課題となっていますが、このような時だからこそ繰り返し

情報を発信し、ネットワークで情報を共有して、ひとりでも多くの市民の

皆様に正確な情報を伝えていくことが重要だと感じました。

■ネットワークで連携する事例は年々増えています

■消費者トラブルを防ぐため、より一層ネットワークの連携を強化します



と思ったら、相談してください︕

石狩市消費生活センター
石狩市役所１階（平日 午前１０時～午後４時）

※ 土日･祝日の電話相談は消費者ホットラインへ ⇒

「断っているのに何度も勧誘に来られて

迷惑だ」

「ひとり暮らしをしている高齢の母が訪問

販売で断り切れずに契約してしまった」

消費生活センターにはこのような苦情が

多く寄せられます。

北海道消費生活条例では、「消費者が

勧誘を拒絶する意思を表示している場合

に、事業者はその消費者に一切の勧誘を

行ってはならない」旨規定されています。

（北海道消費生活条例第 16 条第 1 項）

「訪問販売おことわりステッカー」を無視し

た訪問勧誘は条例違反であり、行政指導の

対象となります。

トラブルを未然に防ぐために、ステッカー

を玄関に貼って意思表示しませんか？

ステッカーは、

市役所１階の消費生活センター入口、

厚田支所、浜益支所に設置しています。

訪問販売おことわりステッカーは、

消費者の「いりません」の意思表示！


